
農薬の基本のお話⑦

2015年度『青果版：適正農業規範』に沿って
点検補助員(組合員)による産地点検を行いました。

今後の『点検補助員』活動予定

点検日時・参加者

改善提案

点検を終えて
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産直産地レポート
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の感想
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7 6

●経験を積むにつれ消費者としての目線で指摘ができるように
　なり、今後も引き続きこの視点を継続してすすめていきたい。
●適性農業規範を通じて産地や農協のご苦労と努力を
　理解できたと思う。

5月29日(金)／泉州ハートランド
6月19日(金)／いずみエコロジーファーム
7月17日(金)／点検補助員フォロー研修

資料も年々 、整理されて
レベルアップされていて

わかりやすく、
質問にもすぐ答えて
くださり、点検が

スムーズにできました。

生産者の方のお話は、
とても興味深いもので
生産する態度、将来に

対するとりくみに、これから
の発展を期待したいと

思いました。特に若い人たちを
育てていかれる態度に

感心しました。

前回より改善されていて、
スッキリしていたように

思います。
しかし、前回と何も

変わらないところもあり
改善提案のむずかしさを

感じました。

私たちが改善提案させて
もらった項目についても

いろいろな事情がおありで、
そのことを考えると、

なかなか結論を出せないことも
あることが、お話を聞いて

理解できました。

第13回

コープ・ラボでは、2種類の機器を使い分けて、農薬を測定して
います。（1検体 平均農薬４１０項目）
検査する物質を、ガラスの筒（カラム）の中を移動させ、その速
さによって分離し、分析します。筒の中の移動に用いる物質が
気体のものが「ガスクロマトグラフ質量分析計」で液体のもの
が「高速液体クロマトグラフタンデム質量分析計」です。

厚労省が2011年度～2012年度に実施したマーケットバスケット調査の結果は「平均一日摂取量の対ＡＤＩ（１日許容摂取量）比は
0.02%～6.17％の範囲（大半が1％未満）で、国民が一生涯毎日摂取したとしても健康に影響を生じるおそれはないものと考えら
れる」でした。
※マーケットバスケット調査は、日常の食事をすることによって農薬をどの程度摂取しているかを調べることを目的とした調査
　です。スーパー等で売られている食品を調理した後、各食品に含まれている農薬の量を測定します。

１. 残留農薬の検査を実施しています。

いずみ市民生協の安心農産物

一般に流通している農産物の農薬の残留実態トピック
TOPIC

２. コープ・ラボの農薬検査機器は、一斉に
　 ４００項目以上の農薬が測定できます。

３. 顔が見えて、交流できる産直産地を
    増やします。

＜ガスクロマトグラフ＞ ＜高速液体クロマトグラフ＞

加熱して気化できるものを
分析します。

昼間の作業中は、外部者が容易に侵入できる。
フォークリフトのカギがついたままだった。

柑橘類のコンテナ内にカビが発生している物が
入っていた。できだけ早く廃棄してほしい。

ガソリンの横に、使用中の肥料の袋があり、機械オイルを置いて
いる棚の下と横が有機石灰や有機肥料置き場になっている。
倒れたりしたら肥料にかかるのではないか。

持続可能な農業の発展を展望し、都市住民に自然や農業にふれる
場所を提供することで、高齢者や女性も活躍できる場をつくり、消
費者と食糧自給率向上の課題を共有化し、より産直を発展させ、
新しい担い手を育てる「農村と都市の関係の豊かさを創造する」こ
とをめざします。

2015年4月16日（木） 10：00～17：00
点検補助員4名

日 時
参加者

／
／

●紀ノ川農協の管理が良く、書類点検はスムーズに行う
　ことができ、スケジュールより早く終了することができた。

(一斉検査項目 ２３０)

気化しないものや熱分解しやすい
ものも分析できます。
(一斉検査項目 ２００）

取り扱い農産物は、すべて抜き打ち検査の対象
です。『検査をして安全を確かめる』ということは
もちろん、検査があるということでの牽制効果が
あります。
①新登場やシリーズ新登場時に実施します。
②産直の農産物は、年1回以上実施します。
③お店の「地場産直」は、年２回集中検査を行います。
④冷凍の野菜や果物、水煮も年1回以上実施します。
⑤中国産茶葉など、直近で違反等が発覚した農産物は、
　重点的に検査します。
⑥新規事前検査
　新しく取り引きを開始する
　産地に対しては、事前に
　検査する場合が
　あります。

コープ・ラボ（商品検査センター）の農薬検査機能
と件数は、全国の生協ではトップクラスです。
＜日本生協連の2013年度集計より＞
①1年間に検査した検体数は、日本生協連や全国の事業連合の
　検査センターよりも多い2,142件でした。
②一斉分析なので、検査した農薬は年間約876,000項目に
　なります。
　（検査項目数では全国トップ）

産直商品は、日本生協連が定める
「青果版：適正農業規範」で管理しています。

「青果版：適正農業規範」をもとに、年1回以上、
産地を訪問し、点検しています。

『和歌山県 紀ノ川農業協同組合』

※「点検補助員」とは、
　産地点検の講習を
　受けた組合員です。
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「青果版：適正農業規範」は、栽培基準や農薬の
管理、その記録等が確実に守られているかを確認
するための仕組みです。

講習を受けた「点検補助員（組合員）」も同行し、
組合員の目線で点検を行っています。

紀ノ川農業協同組合
1983年 紀ノ川農業協同組合設立
産直：ピーマン・きゅうり・たまねぎ・にんじん・トマト・とうもろこし・
　　 みかん・キウィ

安全安心で健康によくて美味しい商品づくり
地域の環境にやさしい農業を発展させる
地産地消と交流を発展させる
新規就農者を育てる

紀ノ川農協の基本的課題
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